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1月 定例会 (1)

開 催 日 時 令和 3年 1月 20日 (水) 13時 30分

開 催 場 所 県庁行政棟「教育委員会室」

1開  会

2 前回議事録の承認

3議  題

○第 17号議案
令和 3年度長崎県立特別支援学校の幼稚部、高等部及び高等都専攻科の募集定員について

○第18,議案
長崎県立学校管理規則の一部改正について

4 報   告

(1)令和 2年 11月 定例県議会の概要について

(2)令和 3年度大学入学共通テストについて

(3)令和 3年度長崎県公立学校教員 (韓国語)特別選考試験、令和 3年度県立学校職員
(実習助手、寄宿舎指導員)採用試験 (第 2次試験)の結果について

(4)令和 3年度県立高等学校における「通級による指導」実施校について

(5)「長崎つ子の心を見つめる教育週間」の取組結果等について

(6)県庁舎跡地における埋蔵文化財調査について

(7)第 66回長崎県小。中学校児童生徒美術作品展「子ども県展」について

(特別支援教育課)

(特別支援教育課)

(各課共通)

(高校教育課)

(高校教育課)

(特別支援教育課)

(児童生徒支援課)

(学芸文化課)

(学芸文化課)



第 17号議案
(特別東援教育課)

令和3年度長崎県立特別支援学校の幼稚部、高等部及び高等部専攻科の募集定員について

●曹留理由)

令和3年度員崎県立特別支援学校幼稚部、高等部及び高等部専攻科の募集定員を下記の

とおり定めようとするものである。

(内  容)
1 1学級あたりの定員
(1)幼稚部  6人 (2)高等部   8人  (3)高等部専攻科  8人

2 募集定員
(1)効僻Б 18人 (2)高等部  320人    (3)高等部専攻科  32人

3 定員の考え方
(1)「学憐独謝鰤M就眼Jl第 120条l」 に基づいて、公螂 崚鬱鐸校の幼稚部の
1学級の幼児数は6人としている。

(2)「公立高等学校の適正配置及び教職員定数の標準等に関する法律 (第 14条l」 に

基づいて、公立特別支援学校の高等部の1学級の生徒数は8人としている。

(3)各学校の募集定員については、特別支援教育課が実施した進学希望状況調査等に

よる理 を基礎資刑
'と
した。

4 学校別の募集定員
(1)ち炉田筆郎 帥

(2)高等部 O宰町立:人)

―
員 2幻苛妻預コ員 増 減障害種別 学 校 名

6 06視覚障害 盲 学 校

06 6ろ う学 校

6 6 0
聴覚障害

ろう学校佐叫

018 18計計

障害種別 学 校 名 学 科 名 募集定員 2年度定員 増 減

視覚障害 盲   学   校 普 通 科 8 8 0

聴覚障害 ろ  う 学  校
総合デザイン科

理 容 科

8 8 0
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知的障害
佐世保特別支援学校 普 通 科

32 40 一 B

肢体不自由 8 8 0

1知的障害

佐世保特別支援学校

高 等 部 北 松 分 教 室
普 通 科 8 8 0

佐世保特別支援学校

高等部上五島分教室
普 通 科 8 8

島原特別支援学校 普 通 科 24 16 8

虹の原特別支援学校

麟 ビス科 8 8 0

普 通 科 40 56 ―:16

虹の原特別支援学校

高等部対馬分教室
普 通 科 8 8 0

虹の原特別支援学校

壱  岐  分  校 普 通 科 8 0

鶴南特別支援学校 普 通 科 24 -32 -8

鶴 南 特 別 支 援 学 校

高等部西彼杵分教室
普 通 ,科 8 8 0

鶴 南特別支援 学校

時 1津  分  校 普 通 科
24 16 8

鶴 南 特 別 支 援 学 校

五  島  分  校 普 通 科 8 8 0

希望が丘高等特別支援学校

射 ビス科

麟 ビス科

環境デテイン科

3 2 32 0

川棚特別支援学校 普 通 科 16 24 -8

肢体不自由
長崎特別支援学校 普 通 科 8 8 0

諫早特別支援学校 普 通 科 16 16 0

病弱・肢体不自由 桜が丘特別支援学校 普 通 科 24 8 16

計 320 328 -8

備つ 1 特別の理由がある学校については(県教育委員会と協議の上、実Jl青に応
じ、定員を超えて入学を許可することができる。          |
虹の原特別支援学校高等部就業サービス科の募集定員 (8人lと希望が丘高
等特別支援学校の募集定員 (32人lについては、昨年5月の定例教育委員
会で決定済貌
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(3 人)

増 減学 科 名 募集定員 2年度定員障害種別 学 校 名

0違 療 科 8 8

保健理療科 8 8 0
視覚障害 盲   学   校

8 0総合デザイン科

8ヽ 8 0
ろ う 学 校

理 容 科
聴覚障害

32 32 0計
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資料 1

平成 29～令和 3年度 長崎県立特別支援学校高等部志願者数等
(

令和 3年度 令和 2年度 平成 31年度平成 3o年度平成 29年度

志願者見込

学 校 名 学  科
定員 志願者見込 定員 定員 志願者見込 定員 吉願者見込 定員 吉願者見込

1 盲  学  校 普 通 科 8 0 8 5 8 2 8 1 8 1

ろ う 学 校 総合デザイ
ン科

理 容 科
8 0 8 2 8 7 8 5 8 2

佐世保特別支援学校

【知的障害】
普 通 科 32 27 40 34 40 37 32 27 40 34

佐世保特別支援学校
【肢体不自由】|

普 通 科 8 4 8 3 8 2 8 4 8 7

佐世保特別支援学校

高等部北松分教室
普 通 科 8 6 8 5 16 9 8 7 8 3

3

佐世保特別支援学校

高等部上五島分教室
普 通 科 8 3 8 3 8 5 8 4 8 2

4 島原特別支援学校 普 通 科 24 19 16 14 24 20 32 27 24 22

就業

サービス科
8 11 8 17 8 9 14

虹の原特別支援学校
普 通 科 40 30 56 49 48 43 48 47 56 545

虹の原特別支援学校

高等部対馬分教室
普 通 科 8 3 8 4 8 1 8 5 8 6

6
虹の原特別支援学校
壱 岐 分 校 普 通 科 8 4 8 5 8 4 8 16 9

鶴南特別支援学校 普 通 科 24 15 32 27 40 34 40 38

3

4′ 0 34
7
鶴南特別支援学校

高等部西彼杵分教室
8 2 8 1 8 3 8 3 16 10

8
鶴南特別支援学校

時 津 分 校

普 通 科

普 通 科 24 15 16 10 24 17 24 18 16 9

9
鶴南特別支援学校
五 島 分 校 普 通 科 8 6 6 8 4 8 3 8 4

10 希望が丘高等特別支援学校
生活サービス科

流通サービス科

環境デザイン科

32 35 32 27 32 33 32 37 32 45

11 川棚特別支援学校 普 通 科 16 11 24 24 17 24 17 16 10

12 長崎特別支援学校 普 通 科 8 5 8 7 8 2 8 3 8 1

13 諌早特別支援学校 普 通 科 16 13 16 13 24 ■ 7 24 19 16 15

14 桜が丘特別支援学校 普 通 科 24 20 8 16 11 16 13 16 15

計 320 229 328 257 368 277 860 295 352 283

倍 率 0. 72 0。  78 0. 75 0. 82 0.80
※ 特別の理由がある学校につぃては、県教育委員会と協議の上、実情に応じ、定員を超えて入学を
許可することができる。
※ 令和 3年度の志願者見込は、令和 2年 12月 11日現在の調査結果によるものである。
※ 虹の原特別支援学校高等部就業サービス科は志願者数 11人 (倍率1.3d倍 )、 希望が丘高等特
別支援学校は志願者数 35人 (倍率1.09倍 )である。また、入学者選考検査は1月 14日 、
15日 (虹の原特別支援学校高等部就業サービス科は 1月 14日 のみ)に実施され、合格者発表
は 1月 22日 である。
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資料 2

令和 3年度高等部専攻科志願者見込状況

令和 3年度幼稚部志願者見込状況
(4・ 5歳児は欠員補充)

令和 2年 12月 11日時点
(単位 :人 )

令和 2年 12月 11日時点
(単位 :人 )

障害種別 学 校 名

3歳 児 4歳 児 5歳 児

定 員 志願者見込教 在籍者 志願者見込数 在籍者 志願者見込教

視覚障害 盲学校 6 0 0 0 0

聴覚障害

ろう学校 6 2 0 0 2 0

ろう学校佐世保分教室 6 1 1 0 1 1

計 18 3 1 0 3 1

障害種別 学 校 名 学 科 名 定 員 志願者見込数 備 考

視覚障害 盲 学 校

理 療 科 8 1 本校高等部からの志願者 0

保健理療科 8 1 本校高等部からの志願者 0

聴覚障害 ろう学校

総合デザイン科 8 2 本校高等部からの志願者 2

理 容 科 8 2 本校高等部からの志願者 2

計 32 6
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第 18号議案

(特別支援教育課)

長崎県立学校管理規則の二部改正について

(提案理由)
「長崎県特別支援教育推進基本計画第4次実施計画」に基づき、令和3年 4月 に、平
戸市立田平中学校内に県立佐世保特別支援学校北松分教室 (小 :中学部)を設置し、県
立佐世保特別支援学校高等部北松分教室と併せて「県立佐世保特別支援学校北松分校」
とすることに伴い、長崎県立学校管理規則 (昭和51年長崎県教育委員会規則第3号 )
の下部を改正しようとするものである。

(内 容)
別紙規則案のとおり

県立佐世保特別支援学校北松分校の設置に伴い、所要の改正を行う。

(別表第 1(第 2条関係))

施イT日 :令不日3年 4月 1日

(最終改正年月日 令和 2年 3月 27日 )
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別紙 (規則案)

長崎県立学校管理規則の一部を改正する規則

長崎県立学校管理規則 (昭和 51年長崎県教育委員会規則第 3号)の一部を次のように改正する心

次の表に掲げる規定の改正部分は、下線の部分である。

改正前

B町表第 1(第 2条関係)

(イ )特別支援学校

学科

略

普通科

普通科

普通科

『1各

部科

小学部

中学部

高等部

高等部

高等部

障害種別

笑目的障害

岐体不自由

矢目的障害

知的障害

位置

佐世保市

平戸市

南松浦郡新上

王島町

本校・分

校・分教室

本校

高等部北

材ム`分教室

高等部上

五島分教

室

名称

長崎県立佐世保

特別支援学校

改正後

311表第 1(第 2条関係)

(イ )

普通科

普通科

普通科

学科

小学部

中学部

高等部

小学部

中学部

高等部

高等都

都科障害種別

矢目的障害

l支体不自由

矢日的障害

知的障害

隆世保市

平戸市

南松浦郡新上

五島町

位置

1ヒ松分校

高等部上

五島分教

室

本校・分

佼・分教室

本校

名称

略

長崎県立佐世保

特別支援学校

略

Ｉ
呵
Ｉ

附 則            ｀

この規則は、令和 3年 4月 1日 から施行する。



件  名 令和 2年 11月定例県議会の概要について

1 日 程

会   期

一 般 質 問

常任委員会

令和2年 11月 25日 ～ 令和2年 12月 1患 日

令和2年 12月  1日 走 令和2年 12月  3日

令和2年 12月  8日 ～ 令和2年 12月  9日

2 議 案

原案のとおり可決

・第159号議案 (条例議案)

職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例のうち関係部分

。第122号議案 (予算議案)

令和 2年度長崎県一般会計補正予算 (第 9号)の うち関係部分

。第 156号議案 (予算議案)

令和 2年度長崎県一般会計補正予算 (第 10号)の うち関係部分

・第 14,2号議案｀第 r44号議案 (事件議案)          ｀

公あ施設の指定管理者の指定について

。第153号議案 (計画議案)                  !

長崎県総合計画チェンジ&チャレンジ2025についてのうち関係部分

3.一般質問における主な質疑事項
｀
(報告事項 (1)資料 1～ 5買 )

。次期長崎県総合計画チェンジ&チャレンジ2025について
～不荘校児童生徒への支援←         (深 堀ひろし議員)

i地域包括ケアシステムについて

～介護人材の確保対策について～ (山本由夫議員)

・働き方改革について
～時間外労働の実態と対策について～ (饗庭致子議員)

報 告 事 項 (1)
各 課 共 通
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・社会的孤立にういて ～自殺対策について～  (饗庭敦子議員 )

・県立の教育施設について

～県立世知原少年自然の家の検討状況について～  (大場博文議員)

。新型コロナウイルス感染症対策関連

～教育行政について～ (宮島大典議員)

4.文教厚生委員会等における主な質疑事項 (報告事項 (1)資料5～ 13頁 )

○第 159フロデ議案 職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の
うち関係部分 【11/25:先議】

。教職員の期末手当の減額について

。○第 122号議案 令和 2年度長崎県一般会計補正予算 (第 9号)の
うち関係部分

・諫早特別支援学校改築工事について

○第 142号議案～第 144号議案

1公の施設の指定管理者の指定について

※予算議案に関連するため分科会で審査

・県立体育施設の指定管理者制度について

O第 153号議案 長崎県総合計画チェンジ&チャレンジ2025に
ついてのうち関係部分

。次期長崎県総合計画における全国学力 ,学習状況調査について

①陳情審査  5件

○所管事務に関する質疑

・教育のデジタル化について

…公立高校卒業予定者の就職について

。不登校等児童生徒における支援事業について

・インタエネット協力貸出「とりよせくん」について

。文化庁「文化芸術による子供育成総合事業」について

・ミライon図書館の居住地別来館者数について

・不登校生徒に対するICT利活用について
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。デジタル教科書について

。県庁跡地の文化財調査について

・教職員のSDё sに対する認識にらぃて

▲ドローンの活用について

ど学校へのスマホ持ち込みについて
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件  名 令和 3年度大学入学共通テス.卜について

概  要 1 概 要
(1)日 程等

第 1日程 1月 16日 (土) 地歴 。公民、国語、外国語、リスニング (英語)
1月 17日 (日 ) 理科①、理科②、数学①、数学②

第
.2日
程 1月 30日 (土)地 歴。公民、国語、外国語、リスニング (英語)
1月 31日 (日 ) 理科①、理科②、数学①、数学②

(2)県内会場数
第 1日程 9会場 (長崎大学文教地区、県立大学シーボルト校、県立大学佐世保校、

活水女手大学、長崎国際大学、五島高等学校(壱

上五島高等学校、対馬高等学校)‐

第 2日 程  1会場 (長崎大学文教地区)

2 志願者数等 (R3は、第 1日程と第 2日程の合計 )

※本県の第 2日 程志願者は 1名

(1)志願者数の推移
(単位 :人 )

(2)本県の離島会場で受験する志願者数の推移
(単位 :人 )

3 今後の日程
1月 25日 (月 )-2月
2月 25日 (木)～
3月  8日 (月 )～
3月 12日 (金)～

個男J学力検査等出願

個別学力検査等前期 日程

個男叫学力検査等中期 日程

個別学力検査等後期 日程

5日  (金 )

区分 H29 H30 H31 R2 R3

長崎県

志願者計 5,798 5,821 5,787 5,679 5,315

現役生 4,887 4,917 4,880 4,815 4,790

過年度卒等 911 904 907 864 525

現役占有率 84。 3% 84.5% 84,3% 84.8% 90.1%

全 国

志願者計 575,967 582,671 576,830 557,698 535,245

現役生 471,842 473,570 464,950 452,234 449,795

過年度卒等 104,125 109,101 111,880 105,464 85,450

現役占有率 81,9% 81.3% 80,6% 81,1% 84.0%

会場校 担当大学 H29 H30 H31 R2 R3

五島高校
長崎大学

141 121 135 119 117

壱岐高校 118 120 125 113 115

上王島高校
県立大学

61 59 66 54 40

対馬高校 79 73 91 62 58

受験者合計 423 394 373 348 330

報 告 事 項 (2)
高 校 教 育 課

…
11-



報 告 事 項 (3)

件名

令和 3年度長崎県公立学校教員 (韓国語)特別選考試験、
令和 3年度県立学校職員 (実習助手、寄宿舎指導員)採用試験 (第 2次試験)の
結果について

概要
1試 験

(1)試 験 日

(2)試験会場
(3)試験内容

(4)合格者発表

教員 (韓国語)

実習助手、寄宿舎指導員

長崎県庁行政棟

教員 (韓国語)

実習助手、寄宿舎指導員

教員 (韓国語)

実習助手、寄宿舎指導員

令不日2年112月 10日 (木 )
令和 2年 12月 14日 (月 )

筆記試験、小論文、個人面接

小論文、個人面接

令不日2年二12月 25日 (金 )
令和 3年  1月 22日 (金 )

2 受験者数及び合格者数
(1)教員 (韓国語)

(2)実習助手及び寄宿舎指導員
<A採用 (障害者特別採用選考)>

<B採用>

志願者数等

職種

志願者数

(A)

受験者数

(B)

合格者数

(C)

採用

予定者数

(D)

倍 率

(B)/(D)

教  諭 (高校韓国語) 1 1 1 1 1,  0

志願者数等

職   種

志願者数

(A)

受験者数

(B)

第1次試験

合格者数

(C)

第2次試験

合格者数
‐
(D)

倍率

(B)/(D)

―実習助手 (理  科) 3 3 3 0

実習助手 (特別支援) 11 11 5 1 11. 0

合  計 14 14 8 1 14. 0

職   種

志願者数

(A)

受験者数

(B)

第1次試験

合格者数

(C)

第2次試験

合格者数

(D)

倍率

(B)/(D)

実習助手 (理  科) 13 11 6 1 11,0
実習助手 (農  業) 11 11 7 1 11. 0

実習助手 (工業機械 ) 4 3) 2 1 3. 0

実習助手 (工業化学) 5 5 4 2 2. 5

実習助手 (工業建築) 3 3 3 1 3. 0

実習助手 (特別支援) 14 14 5 1 141 0

小  計 50 47 27 7 6. 7

寄宿舎指導員 25 25 7 2 12. 5

合  計 75 72 34 9 8. 0
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概要
(参考)昨年度の実施状況

<A採用 (障害者特別採用選考)>

※障害者特別採用選考については、志願があつた校種・教科のみ掲載

<B採用 >

3 結果の通知 教員 (韓国語)

実習助手、寄宿舎指導員

令和 2年 12月 25日 (金 )
令和 3年  1月 22日 (金 )

職  種

志願者数

(A)

受験者数

(B)

第1次試験

合格者数

(C)

第2次試験

合格者数

(D)

倍率

(B)/(D)

実習助手 (理  科 ) 1 1 1 1 1. 0

実習助手 (農  業) 2 2 2 1 2. 0

実習助手 (工業建築 ) 1 0 0 0

実習助手 (特別支援 ) 8 8 6 1 8. 0

合  計 12 11 9 3 3. 6

職   種

志願者数

(A)

受験者数

(B)

第1次試験

合格者数

(C)

第2次試験

合格者数

(D)

倍率

(B)/(D)

実習助手 (理  科 ) 10 9 5 1 9. 0

実習助手 (農  業) 6 6 4 1 6. 0

実習助手 .(工業電気 ) 2 2 2 2 1. 0

実習助手 (工業建築) 5 5 5 1 5. 0

実習助手 (商  業) 11 11 5 1 11.0

実習助手 (特別支援 ) 14 14 5 1 14, 0

珂ヽ
｀
計 48 47 26 7 6. 7

寄宿舎指導員 28 28 8 3 9. 3

合  計 76 75 34 10 7. 5
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件  名 令和 3年度県立高等学校における「通級による指導」実施校について

概  要 令和 3年度からの県立高等学校における「通級による指導」の実施校
に新規に下記の高等学校を加える。

1 実施校  諫早東高等学校 (普通科)

2 実施校決定の理由
1通級指導教室あたり10名 程度の対象生徒が見込める学校で、校
長から要望があった学校の中から、特別支援教育に封する支援体制や
地域性、学校の特色等を考慮した。
―諫早東高等学校においては、発達障害等の可能性から対人関係が築
けない生徒や不登校傾向の生徒、行動面に課題のある生徒などが複数
名在籍している。
また、令和元年度から特別支援教育支援補助員を配置し、生徒の情
報を共有し、全職員による共通理解のもと、組織的に指導する体制が
整っている。

3 参 考
(1)県立高等学校における通級による指導実施要綱 (抜粋)
(通級指導教室の設置)

第 4条 通叔指導教室の設置については、原則として 1通級指導教
室あたり10名 程度の対象生徒が見込める場合に、校長の要望によ
り設置を検討し、教育委員会が判断する。

(2)令和 2年度通級による指導実施校
。「五島南高等学校 :(普通科)」
。「中五島高等学校 (普通科)J
。「島原翔南高等学校 (総合学科)」
。「鳴滝高等学校 (定時制昼間部)」
。「佐世保中央高等学校 (定時制夜間部
。「佐世保中央高等学校 (定時制昼間部

報 告 事 項 (4)
特別支援教育課
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件  名 「長崎つ子の心を見つめる教育週間」の取組結果等について

概  要 1 概 要
5月 ～ 7月 の間に各学校で教育週間を設定し、「地域の子どもを

地域ではぐくむ」という気運を高め、「〕泌豊かな長崎つ子の育成 (命を

大切にする心や思いや りの心の育成・あこがれや将来べの志の育成
。あいさつやマナエの向上)」 を目的として、公開授業や体験活動、

家庭・地域との連携等の取組を実施する。

今年度は新型コロナウイルスの感染状況を鑑みて(実施期間を 9月
～ 11月 の間で各学校が設定する期間とした。

2 実施状況
(1) 育週間中の学校訪問者教及び企画・運営などへの協力者数

〔参考〕訪問者数等の推移

H28 H29 H30 Rl R2

訪問者数 (人)

(一校あたり)
112,50G

(196)

110,418

(193)

104,954

(185)

110,756

(195)

83,927

(150)

協力者数 (人)

(一校あたり)
16,147
.(27)

16,776
(29)

20,29G
rRAⅢ

22,002

(39)

10,845

(][9)

※ 今年度は新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、学校・家庭・地域
が連携し、感染及びその拡大リスクを低減しながら、弾力的な取組をして

いる。

※ 今年度は、新型コロナウイルスの感染状況を鑑み、拡大防止策を第ィに
考えた結果、 3密を防ぐため、訪問者等は減少している。

小学校 高等学校
|

中学校 特別支援学校 全  体

62ぅ503
(196)

17,58

(103)‖調 748

(58)

83,927

(150)

訪問者数 (人 )

(一校あたり)

雷‖ i野 31 204

(16)(

10,845

(19)

協力者数 (人 )

(一校あたり)
7,394

(23)

報 告 事 項 (5)
児童生徒支援課
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(2)学校で取り組む重点 5項 目
① 話し合いや学びの場を通して、かけがえのない命を大切にする心情を
育む。
② 本教育週間の取組について、家庭。地域・関係機関等と連携して企画し
運営にあたる。
③ 情報モラルの学びを通して、相手の立場に立つた言動などを大切にする
心情を育む。
④  「いじめはどんな理由があってもいけないことだ」「という意識を育む。
⑤  「道徳の授業」、高等学校及び特別支援学校高等部にあつては「道徳教
育!に関わる教育活動」を全学級で公開する。

(3)今年度の各学校の具体的な取組
、。「命の大切さ」及び「人権」に関する講話及び集会 ′
・情報モラル教育教材 「SNSノ ー ト・ながさき」を活用した授業
・外部講師を招聘 した生き物と触れ合 う授業
・図書ボランティアによる「命の本」読み語 り
。「生命尊重」及び「いじめ根絶」をテエマにした道徳授業の公開

(4)「 SNSノ ー ト・ながさき」を活用した情報モラル教育の実施
!令和元年度 全 567校 中498校 実施 (実施率…88%)
・令和 2年度 全 559校 中530校実施 (実施率…95%)

3 次年度へ向けた取組
・GIGAス ターアィ構想を受けて、「SNeノ ▼卜・ながさき」を活用
した授業実践による情報モラル教育の更なる充実。      i
CPTA連 合会同行による教育委員会の学校訪問も

-16=



報  告  事  ｀項  (6)
学芸文化課

件  名

当日酉己布
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件 名
第 66回長崎県小 日中学校児童生徒美術作品展「子ども県展」
について

概 要
1 目  的
県内全ての小 。中学生を対象に作品を募集し、作品展を開催すること
により、小 。中学生の図画工作・美術に対する関心を高め、併せて、創造
の喜びを体験させ、豊かな心を養い、造形活動の活性化を図るユ

2 主  催  長崎県教育委員会 長崎県造形教育研究会
3 共  催  長崎市教育委員会 佐世保市教育委員会 対馬市教育委員会
4 出品規定
(1)対 象  県内の義務教育諸学校の児童生徒が制作した本年度の授

業作品で、未発表のもの。
(2)部 門  絵画・版画 。デザイン・立体

(デザインと立体は中学生のみ)

5 審  査
一次審査・……・県内17ブ■ンクで審査を実施し「入選」を決定
二次審査 1・・!― 長崎市で審査を実施じ「特選」を決定
特別賞審査・…。長時市で審査を実施し「特別賞」を決定

令和 2年度 令和元年度

参加者数 80, 651人 80, 232人
入 選 数 8 167点 10,333点
特 選 数 770J煮 770点
特別賞数 60点 60J煮

6作 品 展
○ 総合展 長崎県美術館 県民ギャラリィ

1月 26日 (火) ～  1月 31日 (日 )
佐世朱市博物館島瀬美術センター

2月 10日 (水) ～ 2月 14日 (日 )
対馬市交流センター

2月 2_3日 (スと。ネ兄)～  2月 28日 (日 )

○ 巡回展

7表  彰
○ 特別賞 知事賞、教育委員会賞、造形教育研究会賞 各 2o名

計 60名

8:表 彰 式
新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から中止とt、 各学校で表
彰の伝達を行う。

１

２

３

報 告 事 項 (7)
学芸文化課
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ェ要解
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時事通信社長崎支局 日本経済新間社長崎支局

HK長崎放送局 エフエム
共同通信社長山奇支局
NCC長 崎文化放送 NB

・ ふ。

錆66 長崎集小と中学校児童生徒美鶴作品展
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佐世保市博物館
島瀬美術センダT
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2月 10自藝>
2月 14日鬱

開館時間 【入館17:30ま翻

10:00-18:00
会場連絡先

0956…22-7213

ノ

掲載作品lま

8乍年章イ予ど■県展よ

知事賞受黛作品でoi

対馬市交流センダー

会  期

幣

;撮罵再宝屯逮縄戦「彰苗田夢ぽ聟鞍骨―寺手静
'す

李ぽ誓掘`

|,411月 1帝ξぎ学とe 考

“
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`

:

ξ
奎
1

:

士
,
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10i00～ 4島:00
'会
場遠艤先
‐ |   ■  |

095-333-2110

開館E寺間 【入館17:30まで】
10:00え,18:00
会場連絡先

0920T52-0363

毎日新聞社 読売IF,間西部本社

※総台震・佐避保市巡団展1よ、特別賞・ 鉗馬南巡回綴燃 会場の都合上、特別賞全作品、対馬市の特瀑イ乍品
・入選作品 l平面lを中心に展示。

長崎県教育庁学芸文化課 教育文化班 TEL 095-894-3385 ″ヽ ヘ

「子ども県展」事務局 長崎市立諏訪小学校 TEL 095-822-2870
密主催/長崎県教育委員会 長隋暴造形教育研究会 霧共催/長崎市教育委票会 佐世保市教育委員

会 女ご馬市教育委員会

纂鶴/尋
f諄軍とと督票尋寄講冒静豊Ⅷ 渉ビ
株式会社長崎ケーブルメデイア TVSテ

C長崎放送
ニティメデイ
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F翻合わせ先

レビ佐世保 株式会社コミュ ア 長崎県中学校文化連盟
長崎
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